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(57)【要約】
　　　　　
【課題】ホールの営業中は基板ケース内の回路基板の交
換を不可能とした遊技機の回路基板のロック構造を提供
するためになされたものである。
【解決手段】保持台板１の一方の面に基板ケース２を配
設し、その反対面に錠止部材収納ケース３を配設したう
えに、基板ケース２内に配した回路基板２１に保持台板
１を貫通して係止用突片２２を突設し、錠止部材収納ケ
ース内３には、この係止用突片２２を係止する錠止部材
４を配設し、係止用突片２２を錠止部材４に係止するこ
とにより、回路基板の保持台板１からの取り外しを不可
能とした回路基板のロック構造。なお、係止用突片２２
に係合孔部２３を設け、錠止部材４には基板ケース２が
保持台板１から引き離されたときに前記係合孔部２３に
嵌め込まれる係止突起４１を設けた。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
保持台板の一方の面に回路基板が内蔵された基板ケースを配設し、保持台板の反対面に錠
止部材収納ケースを配設したうえに、
　回路基板には保持台板を貫通して係止用突片を突設し、錠止部材収納ケース内には、こ
の係止用突片を係止する錠止部材を配設して、係止用突片を錠止部材に係止することによ
り、回路基板の取り外しを不可能としたことを特徴とする遊技機の回路基板のロック構造
。
【請求項２】
基板ケースを保持台板から離脱可能に設け、錠止部材収納ケースを保持台板に移動不能に
固定した請求項１に記載の遊技機の回路基板のロック構造。
【請求項３】
係止用突片に係合孔部を設け、錠止部材には基板ケースが保持台板から引き離されたとき
に前記係合孔部に嵌め込まれる係止突起を設けた請求項２に記載の遊技機の回路基板のロ
ック構造。
【請求項４】
係止用突片に係合孔部を上下方向に貫通して設け、錠止部材には係合孔部に嵌め込まれる
係止突起を下向きに設けて、基板ケースが保持台板から引き離されたときに係止突起を係
合孔部に落とし込んで基板ケースの移動をロックするようにした請求項２又は３に記載の
遊技機の回路基板のロック構造。
【請求項５】
錠止部材収納ケース内に、係止用突片を係止した錠止部材の上方への移動を阻止する移動
規制部材を配設した請求項４の何れかに記載の遊技機の回路基板のロック構造。
【請求項６】
錠止部材の下方に、係止突起が係合孔部に落とし込まれたときに作動するスイッチを配置
した請求項４又は５に記載の遊技機の回路基板のロック構造。
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機の基板ケース内に配設された回路基板を、不正交換を不可能にロック
するための、遊技機の回路基板のロック構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機等の遊技機の裏面側には、大当たりの発生回数などの遊技機全体の制御を管
理したり球払出装置を制御したりする回路基板が配置されている。これらの回路基板に対
する不正改造や不正交換を防止するために、特許文献１には、回路基板を開閉可能な基板
ケース内に収納し、この基板ケースの蓋側に保持された封止ピンの先端部を基板ケースの
本体側に弾性係合させて抜け止め保持させることによって、基板ケースを閉鎖状態で封止
するようにしたものが開示されている。
【０００３】
　しかしながら、上記したような基板ケースの封止構造では、基板ケースの蓋側に保持さ
れた封止ピンの先端部を基板ケースの本体側に弾性的に係合させて抜け止め保持させるだ
けの構造であるため、封止された基板ケースを無理やりこじ開けようとする不正行為が行
われたときに、そのこじ開け力によって封止ピンの係合が外れたり、その弾性係合部が破
損したりして、不正行為を完全に防止することができないという問題があった。また、基
板ケースは本体枠内に設けられた保持台板上に取り付けられているが、このような構造の
ものにおいては、ホールの営業中に本体枠を開放して、基板ケースをそっくり取り替える
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という不正に対しては、これを防止することができないという問題があった。
【特許文献１】特許第３０３３９５７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、上記した従来の問題点に鑑み、ホールの営業中は基板ケース内の回路基板の
交換を不可能とした遊技機の回路基板のロック構造を提供するためになされたものである
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の課題を解決するためになされた本発明に係る遊技機の回路基板のロック構造は、
保持台板の一方の面に回路基板が内蔵された基板ケースを配設し、保持台板の反対面に錠
止部材収納ケースを配設したうえに、
　回路基板には保持台板を貫通して係止用突片を突設し、錠止部材収納ケース内には、こ
の係止用突片を係止する錠止部材を配設して、係止用突片を錠止部材に係止することによ
り、回路基板の取り外しを不可能としたことを特徴とするものである。
【０００６】
　上記した発明において、基板ケースを保持台板から離脱可能に設け、錠止部材収納ケー
スを保持台板に離脱不能に固定することができる。また、係止用突片に係合孔部を設け、
錠止部材には、基板ケースが保持台板から引き離されたときに前記係合孔部に嵌め込まれ
る係止突起を設けることができ、また、係止用突片に係合孔部を上下方向に貫通して設け
、錠止部材には係合孔部に嵌め込まれる係止突起を下向きに設けて、基板ケースが保持台
板から引き離されたときに係止突起を係合孔部に落とし込んで基板ケースの移動をロック
するようにすることができる。
【０００７】
　さらに、錠止部材収納ケース内に、係止用突片を係止した錠止部材の上方への移動を阻
止する移動規制部材を配設することができるし、錠止部材の下方に、係止突起が係合孔部
に落とし込まれたときに作動するスイッチを配置することができる。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１に係る発明は、保持台板を挟んで回路基板と錠止部材とを係止させるようにし
たので、回路基板を保持台板から引き離そうとしても錠止部材がその引き離しをロックす
る。これによって、万一基板ケースが不正に開放された場合にも、回路基板の交換を防止
することができる。
　請求項２に係る発明は、基板ケースが保持台板から引き離されたときに回路基板の移動
をロックすることができる。
　請求項３に係る発明は、係合孔部と係止突起を係合させることにより、回路基板をロッ
クすることができる。
　請求項４に係る発明は、係止用突片が前方に移動されたときに、錠止部材に設けた下向
きの係止突起が係合孔部に重力により落ち込むので、これによって、回路基板をロックす
ることができる。
　請求項５に係る発明は、移動規制部材が錠止部材の上方への移動を制止するので、保持
台板を遊技機から取り外して上下反転しない限り、回路基板のロックを解除することはで
きない。したがって、ホールの営業中は不正に回路基板を交換することは不可能である。
　請求項６に係る発明は、不正が働かれたときにスイッチが作動して不正を報知するので
、ホールの管理者は不正が働かれたことを直ちに知ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下に、本発明の実施形態に付いて説明する。
　図１は、通常の設置状態における本発明の回路基板のロック構造を示す図であって、１
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は保持台板である。保持台板１を挟んで一方の面には基板ケース２が設けられ、反対側の
面には錠止部材収納ケース３が設けられている。保持台板１は合成樹脂からなり、遊技盤
の裏面もしくは遊技盤取付枠裏面に配置される。
【００１０】
　図１６に遊技機の裏面構造を示すが、９１は遊技盤である。遊技盤９１の裏面に保持台
板１が配設され、この保持台板１に基板ケース２が支持されている。また、９２は遊技盤
取付枠であり、９３は遊技盤取付枠を固定するための外枠である。
【００１１】
　図１に示す保持台板１には孔部１１が設けてある。また、基板ケース２は保持台板１か
ら離脱可能に保持されており、錠止部材収納ケース３は保持台板１に一体に固定されてい
て保持台板１から離脱することはできない。
【００１２】
　基板ケース２の内部には回路基板２１が収納されている。回路基板２１の裏面には、基
板ケース２の底板２５および保持台板１に設けた孔部１１を貫通して係止用突片２２が設
けられており、この係止用突片２２は上下に貫通する係合孔部２３を有する。錠止部材収
納ケース３内には、下向きの係止突起４１を有する錠止部材４と、移動規制部材５と、ス
イッチ６とが配設されている。図１の状態では係止突起４１は、係止用突片２２の上で係
合孔部２３より保持台板１に近い部分の上に乗っている。
【００１３】
　錠止部材４は下部に、Ｌ字状に折れ曲がって形成された突片４２と、突片４２の先に設
けた下向きの傾斜部４３を有している。移動規制部材５は上部に、Ｌ字状に形成された突
片５１を有し、この突片５１の先に前記傾斜部４３に対向する上向きの傾斜部５２を有し
ている。また、錠止部材４は下部に、錠止部材収納ケース３内に設けた上向きの斜面３１
に対向する下向きの斜面５３を有している。また、移動規制部材５の側面には、移動を円
滑にするためのベアリング５４が設けられている。したがって、斜面５３は斜面３１を円
滑に摺動することができる。
【００１４】
　以下に、不正行為が働かれた場合のロック機構について説明する。
　図１において、不正行為によって基板ケース２が図中左方に引っ張られると、回路基板
２１も左方に引っ張られる。その結果、図２に示すように係止用突片２２の係合孔部２３
に、錠止部材４の係止突起４１が落とし込まれて、基板ケース２および回路基板２１のさ
らなる左方への移動を規制する。なお、各図において、部材同士の接触部には隙間を設け
て図を分かりやすくしてあるが、各部材は実際には接触している。
【００１５】
　錠止部材４の下方への降下によって傾斜部４３は移動規制部材５の傾斜部５２を下方に
下って、傾斜部５２を図中左方に押圧する。この押圧によって、移動規制部材５は斜面３
１をさかのぼって円滑に左方に移動される（図２）。傾斜部４３による傾斜部５２の押圧
が完了して傾斜部４３がさらに下方に降下されると、前記押圧が解除され移動規制部材５
は重力により下がりつつ右方に移動することとなって、錠止部材４の突片４２の上に、移
動規制部材５の突片５１が入り込む（図３）。これによって、錠止部材５の上方への移動
が規制されるので、基板ケース２を確実にロックすることができる。
【００１６】
　また、錠止部材４が降下されることによって、スイッチ６が押圧されて、不正防止ラン
プの点灯、不正防止音による報知、遊技機への電源供給の停止などの対策を講ずることが
できる。
【００１７】
　次に、不正防止後のロックの解除について説明する。
　先ず、遊技機から遊技盤９１を取り外す（図１７、図４）。このときのロック状態は図
５に示すとおりである。
　次いで、取り外した遊技盤９１を横に倒す。これによって保持台板１も転倒されて（図
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６）、移動規制部材５が下方に降下して突片４２と突片５１との係合が解除される（図７
）。
　次に遊技盤９１を回転させて保持板１をさらに同じ方向に９０°回転させると（図８）
、錠止部材４が下方に降下されて、係止突起４１が係合孔部２３から抜け出すので（図９
）、図１０に示すように、基板ケース２を回路基板２１と共に保持台板１から取り外すこ
とができる。そして、基板ケース２を開放して不正の働かれた回路基板２１を真正なもの
と交換したり、検査を行ったりすることができる。
【００１８】
　基板ケース２を再びセットするには、図１１のように係止用突片２２を保持台板１の孔
部１１に挿通する。そして、保持台板１を前とは逆の右方向に倒した後（図１２、１３）
さらに保持台板１を同じ方向に回転させれば（図１４）、不正を防止可能な図１に示した
状態と同じ状態に戻すことができる（図１５）。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明に係る回路基板のロック構造を示す側面断面図（ａ）と、錠止部材収納ケ
ースの内部構造を示す正面図（ｂ）である。
【図２】ロック途中の回路基板のロック構造を示す側面断面図（ａ）と、錠止部材収納ケ
ースの内部構造を示す正面図（ｂ）である。
【図３】ロック完了後の回路基板のロック構造を示す側面断面図（ａ）と、錠止部材収納
ケースの内部構造を示す正面図（ｂ）である。
【図４】取り外した状態の保持台板の正面図（ａ）と、基板ケースの拡大図（ｂ）である
。
【図５】図４の錠止部材収納ケースの拡大図である。
【図６】左に９０°回転させた状態の保持台板の正面図である。
【図７】図６の錠止部材収納ケースの拡大図である。
【図８】さらに左に９０°回転させた状態の保持台板の正面図である。
【図９】図８の錠止部材収納ケースの拡大図である。
【図１０】ロック解除状態の回路基板のロック構造を示す側面図である。
【図１１】基板ケースを装着した状態の回路基板のロック構造を示す側面図である。
【図１２】図１１の状態の保持台板を右に９０°回転させたときの保持台板の正面図であ
る。
【図１３】図１２の錠止部材収納ケースの拡大図である。
【図１４】さらに右に９０°回転させたときの保持台板の正面図である。
【図１５】図１４の錠止部材収納ケースの拡大図である。
【図１６】遊技機の背面図である。
【図１７】遊技盤の裏面構造を示す背面図である。
【符号の説明】
【００２０】
　１　保持台板、２　基板ケース、３　錠止部材収納ケース、４　錠止部材、２１　回路
基板、２２　係止用突片、２３　係合孔部、４１　係止突起、
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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